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開所式にて（木多教授 [左]・堂目教授 [中央]・佐藤教授 [右]）

大阪府豊中市柴原町
伊丹空港からモノレール２駅の柴原阪大前駅よ
り徒歩８分
市立豊中病院・阪大豊中キャンパスから車で５
分の場所にあります。

研究・実践の場

サービス付き高齢者向け住宅『柴原モカメゾン』と看護ホスピス『もかの家』を建築し、2021年4月よ
り開所。
命を 「まもる」、「はぐくむ」、「つなぐ」というSSIの理念を追求する本基幹プロジェクトの実践の一つ
として、まち並みと社会の両面から地域にとっての大切な場所となることを目指している。

サービス付き高齢者向け住宅（サ高住）
「柴原モカメゾン」：

・新築
・介護度が要支援/要介護の方が入れる施設
（基本は食事提供と安否確認・生活相談サービス
なので経営の自由が利き易い）

暮らす看護ホスピス「もかの家」：

・リフォーム
・緩和ケアのための家で、利用者・家族様に終末期ケアを行う。
訪問看護と往診で、もかの家は癌末期・難病の方が家族と自由に暮らして頂く。

実践の場
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１．まちづくりの観点から

・周辺地域には旧内田村のため池や水路が残されているため、大きな開発がなく、人間
的なスケールの街並みとなっている。もかの家・柴原モカメゾンも、地域の「一部」になる
よう、平家と２階建てにしている。

・豊中亀岡線には古くから商店が立ち
並び、前面の交差点は地域の人々が
行き交う結節点であったが、近年はコ
インパーキングが増えて活気が失わ
れている。

交差点にモカメゾンの格子のファサー
ドを出すことで、景観の壁面線の小さ
な再構築を図っている。

２．家づくりの観点から

・監修は工学研究科 木多道宏教授（一級建築士）

・まちづくりの一環として地域に貢献する拠点→外観・内装・設備のこだわり

・世界中の方を対象→和モダン

・人に優しい
→木にこだわった木造

木材は十津川村から
断熱材までウッドファイバー
エレベーターの内装も木目
元々の軸組を極力残しながらも、耐震や防火性能に万全の対策

→床はダブルクッションシート（畳の柔らかさを実現）と床暖房
→湿度管理が出来る冷暖房

・決断の要の家族が自分達が住みたいと思える事で罪悪感の解消
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柏木哲夫先生懇談会
山川プロジェクト主催でホスピスの第一人者の
柏木哲夫先生ご夫妻をお招きして座談会を実施しました。

7
研究の場

２０２５年５月１７・１８日
開催！

＠大阪大学 保健学科

来年は８月の予定！
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OOO

大阪大学・NEC Beyond5G協働研究＠柴原モカメゾン
「Beyond5G時代における未来の介護の提案」 2023.2 新聞発表

『NEC wisdom』

2024.2
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介護が必要になっても生き生きと暮らしたい。自律をサポートする介護
「モンテッソーリケア」について大阪大学の杉田美和先生に聞く

超高齢社会で介護や支援を必要とする人がますます増える中、「モンテッソーリケア」とよばれる介護を行う
高齢者向け施設があります。モンテッソーリケアとは、イタリアの医学博士であるマリア・モンテッソーリが考
案した子どもの主体性や尊厳を尊重する「モンテッソーリ教育」の理念を、高齢者や認知症の方の介護に
取り入れたものです。
2020年に一般社団法人日本モンテッソーリケア協会を立ち上げ、モンテッソーリケアを研究、実践するの
が大阪大学工学研究科特任准教授の杉田美和先生です。杉田先生はまちづくりの研究に取り組む中で
「まちづくりには福祉が重要だ」と、自ら高齢者向け施設「柴原モカメゾン」（サービス付き高齢者向け住宅）
と「暮らす看護ホスピスもかの家」を設立し、モンテッソーリケアを取り入れた運営をされています。どのよう
なケアが行われているのか、施設に伺って話をお聞きしました。

Hotozero
「ほとんど0円大学」

2024.9

大阪大学
「OU RESEARCH
GAZETTE」

2024. 11月
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公益社団法人
日本介護福祉士会

2025.1

大阪・関西万博へ出展

フューチャーライフエクスペリエンス(東ゲート近く)

２０２５年７月８日～１４日

大阪大学・NEC Beyond5G協働研究所・日本モンテッソーリケア協会 共同体
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大阪大学・NEC Beyond5G協働研究所・日本モンテッソーリケア協会 共同体
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モンテッソーリケア
〜自分らしく生きる人生に寄り添う 明るい未来の介護を～

モンテッソーリ教育はイタリアの医学博士であるマリア・
モンテッソーリの考案した教育理論です。日本でも永年に渡り
「子供の主体性や尊厳を尊重する幼児教育」として認知され、
最近も改めて注目度が高まっています。そのモンテッソーリ教育を高齢
者や認知症介護に取り入れたものが、「モンテッソーリケア」です。

一人ひとりが可能な限り自律し、コミュニティの中に自分の存在意義を
見つけ、自己肯定感を持ち、自分で選択する機会を得て、自分らしい生
き生きとした毎日を過ごす。
そんな高齢者の尊厳を大切にし、寄り添っていく未来の介護のあり方です。

モンテッソーリケアの特徴

アク
ティビ
ティ

役割

サイン

好きな時にできる
「アクティビティ」

コミュニティの中での（施設、家庭など）
「係(かかり)」
例〉植木の水やり
新聞を配る等

場所や物の名称、やり方
などを書いた標識
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何を楽しみで一日を迎えるか（活動・アクティビティ）

その人の⾧所、人生史を融和した活動を準備し、残存機能の維持だけでなく、

精神的に満足することが、認知症の周辺症状を減らす。

一日の流れの中で、食事や入浴、排泄、更衣、衣類をたたむ、ボタンを

掛ける、注ぐ、紐を結ぶ、歌を唄うなどの

日常動作のすべてが活動となり得る。

見守りの元、安全を確保した上で

できるだけご自身でしていただけるよう、

スタッフはサポートする。

何を楽しみで一日を迎えるか（役割）

人に一方的にサポートしてもらうよりも、自分自身

も誰かのために何かしてあげたい、という気持ちを

尊重し、社会の中で、貢献できる役割を持っていた

だく。一人一人に決まった役割があることで、責任

感を持ったり、他人の役に立っているという自信に

なり、人から感謝され、自己肯定感や達成感を得る

ことができる。人によっては、昔から行ってきた仕

事に関連する能力であったり、家事であったり、他

人のお世話なども含まれる。

★
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モンテッソーリケアの具体的事例

Would you help me？
「手伝っていただけませんか？」→自主的に役割→自律

Copyright ©Masami Aki

ボールすくい
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自分で選択し好きな時にできる様々なアクティビティの提供

23
Copyright ©Masami Aki

各々が自分の選んだ
違うアクティビティを
楽しんでいます。

昨年の七夕の短冊
に「この幸せがずっ
と続きますよう

に・・・」を見て、ケア
ワーカーさんもほろ
りとなりました。
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モンテッソーリケアに大切な環境「サイン」をつける

Copyright ©Masami Aki

場所や物の名称、やり方などを書いた標識で、
記憶障害の症状のある方がそういったことを思い出す助けになる。

黄色の背景に黒字で文字を書くことで、コントラストがはっきりして見やすい。

・高齢者は字が読める
・読めば出来る
・経験がある

・自分で選択する

分かりやすいサイン
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キューカード・記録ノート・メモリーブックの活用

8:00 朝食を食べました。
9:15 トイレにいきました。
10:00 体操しました。
12:00 お昼御飯を食べまし
た。
15:00 シュークリームを食べ
ました。
16:30 お風呂に入りました。

入浴は、火曜と木曜
です。

メモリーブック①

認知症と共に生きる方は、記憶が断片的になることから、過去から

今につながる「自分らしさ」という感覚が失われやすい傾向にある。

モンテッソーリケアでは、その方が歩んできた人生を大切にしている。

希望される方に、回想法の分類の一つである「メモリーブック」を作成

し、ご自身の思い出話をしていただき、その方の過去を思い出すサポー

トを行う。

それにより、幸せだった人生を味わい、自己肯定できる。

27
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メモリーブック②

「メモリーブック」は、コミュニケーションツールとし

ての機能をより強化し、過去の回想だけではなく、現在、

未来へと繋がっている自分をイメージできるように、ご

本人から時系列で聴取した自伝的記憶と現在の生活を、

写真やイラストを組み合わせてアルバムにしたもの。

新しく入ったケアスタッフにとっては、 今のその方を知

るための良い機会になる。

Error-Free（エラーフリー）

失敗してしまう活動には原因がある。難易度の調整を行い、成功体験

を積むことができるように努める。

間違ったとしても、正すことはせず見守る。

Link（リンク）

一人ひとりの生活習慣に合わせて、起床や食事の時間は決められてお

らず、好きな時間に起き、好きな時間に朝食を取っていただく。

おかずはバイキング方式で、自分達でパンを焼いて頂いている。

モンテッソーリの理念を取り入れた実践方法
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日常におけるモンテッソーリライフ

結びつきがもたらす安心感や愛着やこだわり、その方の

価値観を尊重する為に、ご入居される居室は、これまで

ご本人が慣れ親しんでこられた環境にできるだけ近付け

る事が好ましい。

大切にされてきた身近な物（布団・家具等）やお写真な

どを、自室に飾っていただくことをお薦めしている。

ドリンクコーナー
「自由に飲み物をお飲みください。」アクテビティ棚

モンテッソーリライフ①

様々なアクテビティを作成します

31
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自分らしく自律した自主的なモンテッソーリライフ②

お世話をしてくださいます

食器洗いは各自で

かたづけは
協力して。

★

★

★

★ ★

34日常会話式認知機能評価 CANDy Conversational Assessment of Neurocognitive Dysfunction
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35
日常会話式認知機能評価 CANDy Conversational Assessment of Neurocognitive Dysfunction
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2022下期 2023上期 2023下期 2024上期 2024下期

3年間のCANDｙによる評価
Aさん Bさん Cさん 平均 CANDyは認知症の人に見られる

15個の会話の特徴について、自
由な会話の中でその出現頻度を
評価し
30点満点の検査で、6点以上を認
知症の疑いありと高い精度で判
定できる。

3年以上のモン
テッソーリケアの
実践により、周辺
症状を含む認知
機能の改善が見
られた。

3年以上のモン
テッソーリケアの
実践により、周辺
症状を含む認知
機能の改善が見
られた。

スタッフと入居者様が幸せに過ごせる経営について

・モンテッソーリケアメソッドをスタッフにも取り入れて、得意な事に役割を持ち、
⾧所を生かし、モンテッソーリライフを全員がおくる。

・経営者がスタッフに寄り添う事で、自然にスタッフが入居者様に寄り添える。

（株主を見るのではなく、スタッフを大切にする。結果利益や付加価値が上がる。）

・訪問介護に余裕を持ち、スタッフ達で今日のスケジュールを選択し、運営する。
途中、変更も可能にしてる為、無理な介護をする等のスタッフにも入居者様にも
負担が無い。

・スタッフが入居者様に感謝ができ、心が通う暖かい業界である。

36
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Ｃさん（85才認知症要介護1） ： 娘さんたちが大阪にお住まいでお母様
が地方からお越しになられた。最初は「家が心配だから帰る帰る」とおっ
しゃってたが、「三度三度おいしいお食事を頂き、バチがあたるわ。幸せ
やねー。これからもよろしくお願いします。」

家族様からは「健康で生き生きしててあまりの良い方への変身にただ驚
くばかり！これも全て皆様のおかげだと思っております。感謝の気持ちで
いっぱいです。 」

★

Ｂさん（85才認知症要介護4） ：入居当時はご飯も自分で食べられ
ず、歩けず、不穏状態の時間が長かったが、スタッフが「ボールすく
い」のアクティビティを作り、実践していただくと、自分で食べられる
様になり、手引きをすれば歩ける様にもなった。また、看護師が膀
胱炎を疑い、改善することにより、不穏状態がほとんど無くなった。

Ａさん（85才認知症要介護2）：自宅では全く料理も出来なかった。入居され
てから１週間は「帰る帰る」とドアを叩き、徘徊されていたが、今は毎日、調
理のお手伝いの役割を一生懸命にされている。

買い物にお誘いしても、「私、行かないわ。ここで留守番してる。毎日楽しい
もん！」とのこと。「私は幸せよー！一緒に住もう」と、弟さんを誘われている。

Ｅさん(91才認知症要介護4） ：前施設では、おむつを外してしまうとのことだったが、看護師
がお尻の肌荒れと褥瘡(じょくそう)を防いだ事で、全くその様な行為はない。

食事もガツガツ食べ過ぎていたが、少しずつ前のお皿に乗せてあげると、味わってゆっくり食
べる様になった。きょとんとした表情から、意識のある表情になり、お話しを始めた。

家族の顔を忘れていたが、モンテッソーリケアで写真入りの家系図を反復していたら、娘さん
が認識できた！娘は薬剤師。娘婿は内科医。
家族様から「本当に本当に感謝してます！日々元気になっていくのに、びっくりしてます！」

Ｄさん(89才認知なし要支援１）： 絵の先生で、お庭の借景（→）
と、「自由な生活スタイルを尊重してくれるので」と気に入って頂け
た。娘婿さんは緩和ケア医。

家族様からは「母があんなに手放せなかった家を手放してモカメ
ゾンに行くことを考えてくれるとは本当に奇跡です！長年自立して
生活していたので、自分のペースをすぐには変えられないと思い
ますので、いろいろとご迷惑おかけすると思いますが、よろしくお
願い致します。」
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Ｆさん(84才認知なし 要介護4） ：歩けず、排尿、排便が認識出来なかった方が、自分で歩いてトイレに
行ける様になった。家族様からは「父の命を救って下さり、本当にありがとうございました！ルルドの泉
ですね。感謝しかありません！」 近々自宅に戻られる予定。

Ｈさん(82才認知症 要介護2） ： モカメゾンに来られるまで、暴言や、妄想が激しかったが、
役割（コーラス部長）を持ち、色んな人と関わる様になり、穏やかになられた。
家族様からは「本当に救われました。ありがとうごいます。」

Ｇさん(89才 認知症 要介護１） ： 物とられ妄想があったが、落ち着かれた。
「私、好き嫌い多いし、口が悪い私けど、死ぬまで、ほんまよろしくお願いします。」
ケアマネさんから「こんな穏やかな表情のＧさんは初めて見ました。」

★
★

★
★
★

★

Iさん（91才肺がん）：娘さんが近くにお住まいで、会社の前後に見舞い来られた。
スタッフと一緒に夕食をとられる事もあり、娘さんの仕事の話も伺う様なとても友好的な関係。
Iさんは、料理長のご飯は美味しいと完食されることもあったが、どんどん食べられなくなって
きた時「やわらかいパンが食べたい。」とおっしゃった。どんなパンがいいのか思案していた
ら、娘さんが「父が私の家に居た時に、主人がパンを焼いてました！」とおっしゃったので、
「そのパンを今から帰って焼いて来て！明朝、出勤前に持って来て！」とお願いした。翌朝、
Iさんはそのパンを1/4切れとヨーグルト少し。また翌朝もそのパンを1/4切れとヨーグルト少し。
これが最後の食事になった。
息が止まり、アルバイトの学生が呼びに来た。まだ、心臓は動いていたので、最後まで
「ありがとう！」と伝えた。そして脈拍も無くなった。

今度は娘婿様がパンを焼いて一枚一枚ラップをして、
葬儀の柩の中に、並べた。

家族様からは「ミラクル★サ高住モカメゾンです！ここに来ら
れただけで悔いはありません！私も住みたいです。」

★
★
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Ｊさん（57才 肺がん）：日本中から理想の終の棲家を捜して、名古屋から友人に同伴され
命からがら到着された。両親は他界、一人っ子で結婚していない。
「今まで、早く死にたいと思ってたけど、ここに来て、生きたいと思った。生きたい。。」
「『ライオンのおやつ』の中に出てくる『ライオンの家』が本当にありました！」
料理長に「何が食べたいですか？」と聞かれて、何十年かぶりに聞いてもらって涙が出た。
以前、当施設が「緩和ケアの本流」の取材を受けた時のYou Tube動画を見て下さっており、
木多先生のファンになり、会えた時に号泣された。

そしてお持ちになった写真を一緒に見て笑ったり、子供の頃、初めて話した言葉が「りんご」
だった話や、趣味の飛行機の話で盛り上がった。
どんどん元気が無くなり、ご飯も食べられなくなり、「何が食べたいですか？」と伺うと、
「りんご」、 「リンゴジュース」と言われた。
最後の言葉だった。最初と最後が同じ言葉。。

心臓が止まり、そして、「はっ。。はっ。」
と、息が止まった。
皆で感謝をずっと伝え続けた。

奇跡が起こっているのには、原因があり、スタッフの思いや、モンテッソーリケを
取り入れたモンテッソーリライフがある。

モンテッソーリケアの相手の事を良く診る（観察する）心には、愛が必要。

エラーフリーで、これからも精進していく。

命をまもるはぐくむつなぐの 「つなぐ」について、
亡くなられても、今、この様に、語りつがれている。

息が止まってから、心臓が止まってから、伝える言葉を
伝えるべき人に、いつもいつも伝えてください。

愛する人に『大好きだよ。愛してる。』
感謝すべき人に『ありがとう。』 と。
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自然分娩と自然死（ゆりかごから墓場まで）

自然死は病気などの原因ではなく、年を取って自然に老衰で死亡すること

重い病気で回復の見込みのない状態の人に、延命措置を継続することをやめて、緩和ケアで痛みは
取って管は外し、自然に死を迎えさせてあげることを、日本では「尊厳死」と呼ぶ。

こうした尊厳死を含む自然死の考え方は、厳しい医療処置や苦しみの中で最期の時間を待つのでは
なく、積極的に選択することで、枯れるように自然に死んでいきたいとする人々の間で支持されるように
なってきたたが、医療技術が進み、多くの人が病院で亡くなる現状の中、自然死という選択は難しく
なっているが、コロナ禍で面会出来ない環境ではなく、家やホスピスで自然死を望む人も増えている。

死因を老衰とすることも減り、心不全、肺炎、脳卒中のような病死扱いになるケースが一般的。

医師は病院にできる限りの手を尽くして延命治療を行うのが仕事でもあり、医療機関で治療を受けな
ければ、生命の維持が困難になる場合もあるので、自然死を選択する家族に敬意を払っている。

緩和ケアで痛みはとり、管は外し、看護師の経験で看護が進められる。
食事も取れなくなり、
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